
―朝暘第二小学校・大龍小学校姉妹校盟約―   

 薩摩と庄内は，遠く明治維新を契機として親しく交わりを結び，文化の発展につく 

  してきました。 

    鹿児島市立大龍小学校と鶴岡市立朝暘第二小学校は，最もゆかりの深い西郷南洲翁 

  の敬愛の教えにはぐくまれて今日を迎えました。 

    これからのち，互いに友好親善を深め，ますます両校の発展をねがって，ここに姉 

  妹校としての盟約を結びます。 

        昭和４３年９月２４日 

          鹿児島市立大龍小学校長                鶴岡市立朝暘第二小学校長 

            下  池    実                            八  幡    加治雄 

 

 

                             鶴岡市立朝暘第二小学校 

学校だより  №６ 

令和５年９月２７日 

TEL ２２－７７５５ 

 【朝二小教育の心】 

学校教育目標 「 たくましく思いやりのある子どもの育成 」    「好きにする よさを伸ばす」 

   

９月もお彼岸を過ぎ、朝晩がやっと涼しくなってきました。  

 ２学期は、「最後まで頑張る！」を目標の一つにしました。今週は、全校で持久走大会

の練習に力を入れています。中間休みに、下学年は内側コース、上学年は外側コースに分

かれて練習しています。５分間、自分のペースで走ります。全校児童が走る姿は壮観です。

１０月は、持久走大会、音楽交流会（５年生）、文化祭と子ども達の挑戦と活躍の機会が

多い月です。また、学習や読書にも最適の時です。子ども達も、私たちも、「実りの秋」

にしていきたいと思っております。お力添えをお願い致します。 

 

 

 

このように、大龍小学校との盟約を交わし、今年度

で 55 周年となりました。すばらしいと思うことのひ

とつは、両校の児童が、互いの校歌を歌えることです。

今日の昼の放送でも両校の校歌が流れています。朝二

小出身の保護者の方々も大龍小の校歌が歌える方が

多いと聞いております。長年にわたる交流の賜物です。 

盟約以来 3年ごとに相互の訪問を行ってきましたが、コロナ禍で令和 2年度予定の朝

二小の大龍小訪問が延期となっておりました。ついに今年度、11／1～11／4 に大龍小学

校を訪問し、両校の絆をさらに深めることができます。朝二大龍小会、ＰＴＡの皆様の

ご支援に感謝申し上げます。                  （文責：粕谷） 

 


